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令和 3年 7月 15日発行（1）第89号

　

令
和
3
年
度
東
区
ね
ん
り
ん
ク

ラ
ブ
連
合
会
総
会
を
5
月
10
日

（
月
）、
東
市
民
セ
ン
タ
ー
な
み
き

ス
ク
エ
ア
に
て
、
開
催
の
予
定
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
今
年

度
も
、
連
合
会
長
・
副
会
長
・
会

計
に
よ
る
代
議
員
制
で
行
い
ま
し

た
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
と
女
性
部
長

２
４
６
名
に
対
し
、
委
任
状
数

２
３
０
名
と
規
約
第
15
条
3
項
に

よ
る
過
半
数
を
上
回
っ
て
お
り
、
本

会
は
成
立
。
議
事
は
、
報
告
事
項

「
役
員
改
選
」、
監
事
の
選
任
（
案
）、

令
和
2
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、
令
和

3
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
収
支
予

算
（
案
）
を
審
議
し
、す
べ
て
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
活
動
の

延
期
や
中
止
等
の
自
粛
が
続
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

1
日
も
早
く
収
束
し
、
ま
た
皆

さ
ん
で
元
気
に
活
動
で
き
る
日
が

く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
度
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め

�

三
役
代
議
員
制
で
実
施

令和 3 年度 新体制発足

互いに助け合い、苦境を乗り越えよう互いに助け合い、苦境を乗り越えよう

藤原俊廣氏が会長就任
会計　橋口　秀晴

会長（新）藤原　俊廣 副会長　岩崎　八重子

副会長（新）木場　豊文

役　職 氏　名 校　区
会　長 （新）藤　原　俊　廣 　 香椎下原

副会長
（新）木　場　豊　文 　 若　宮

 　岩　崎　八重子 和白東
会     計  　橋　口　秀　晴 香　椎

監    事
 　田　中　清　実 和白東

（新）山　下　聖　夫 　 香椎東
相談役  　三　宅　弘　行 和白東

令和 3年度　役員名簿

　令和 3 年度も引き続き、コロナ対策を　令和 3 年度も引き続き、コロナ対策を
徹底しながら健康づくりや仲間づくり等の徹底しながら健康づくりや仲間づくり等の
活動に取り組んでまいります。この苦境を活動に取り組んでまいります。この苦境を
みんなで助け合いながら乗り越えていきまみんなで助け合いながら乗り越えていきま
しょう！しょう！
　今年度も役員一同、円滑なクラブ運営に　今年度も役員一同、円滑なクラブ運営に
努めてまいります。よろしくお願いします。努めてまいります。よろしくお願いします。
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1
会
の
運
営

❶
総
会
の
開
催

　

令
和
2
年
5
月
11
日
（
月
）、
東
区

役
所
会
議
室
に
て
委
任
状
２
５
０
名

（
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
監
事
）

　

平
成
31
年
度
事
業
・
決
算
報
告
及

び
令
和
2
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等

を
決
定
し
た
。

❷
運
営
委
員
会

　

毎
月
１
回
の
定
例
会
と
し
て
、
委

員
29
名
（
校
区
連
合
会
長
24
名
、
女

性
部
代
表
4
名
、
そ
の
他
1
名
）
に

よ
り
年
12
回
開
催
し
、
会
の
運
営
と

事
業
推
進
を
協
議
し
た
。

❸
専
門
部
会

　

総
務
部
会
・
教
養
文
化
部
会
・
体

育
部
会
・
健
康
部
会
・
広
報
部
会
・

伝
承
社
会
奉
仕
部
会
・
女
性
部
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
開
催
し
た
。

❹
女
性
部
会

　

校
区
女
性
部
長
（
24
名
）
等
の
連

絡
会
を
奇
数
月
中
心
に
年
6
回
開
催

し
、
女
性
部
活
動
の
推
進
な
ど
協
議

し
た
。

❶
東
区
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
及
び

新
任
校
区
女
性
部
長
研
修
会

　

資
料
郵
送
で
対
応
し
た
。

❷
東
区
男
女
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
2
年
9
月
8
日
（
火
）、
東

市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
出
席
者

２
８
３
名
（
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
女

性
部
長
他
）。

2
指
導
者
の
資
質
の
向
上

�

な
ら
び
に
育
成
事
業

 

令
和
2
年
度 

事
業
報
告「

薬
の
正
し
い
使
い
方
」
と
題
し
た
講

演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

❸
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

令
和
2
年
11
月
17
日
（
火
）、
18
日

（
水
）、
山
形
市

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

❹
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

	

女
性
部
会
研
修
会

　

令
和
2
年
12
月
9
日
（
木
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

❺
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

	

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

　

令
和
3
年
1
月
25
日
（
月
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
研
修
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

3
社
会
参
加
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

�

活
動
の
促
進

❶
友
愛
訪
問
事
業

　

令
和
2
年
度
は
、
１
２
９
班
が
結

成
さ
れ
、
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
、

夫
婦
暮
ら
し
等
の
家
庭
を
訪
問
し
、

友
愛
訪
問
活
動
を
展
開
し
た
。

◆
友
愛
訪
問
説
明
会

　

令
和
3
年
3
月
10
日
（
水
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

5
そ
の
他
の
活
動

❶
文
化
活
動
の
充
実

◆
第
45
回
東
区
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
2
年
6
月
24
日
（
水
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

◆
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
発
行

87
号　

６
５
０
０
部　

　

令
和
2
年
7
月
15
日
発
行

88
号　

６
５
０
０
部

　

令
和
3
年
1
月
1
日
発
行

編
集
・
印
刷　

株
式
会
社
ニ
チ
コ
ミ

◆
第
42
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
2
年
10
月
1
日
（
木
）、
博
多

区
山
王
公
園
に
て
開
催
。
東
区
ね
ん

り
ん
ク
連
か
ら
出
場
な
し
。

◆
第
19
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
2
年
10
月
27
日
（
火
）、
舞
鶴

公
園
球
技
場
・
野
球
場
に
て
、
東
区

ね
ん
り
ん
ク
連
よ
り
34
名
出
場
。

◆
第
15
回
東
区
高
齢
者

　
　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

令
和
2
年
11
月
25
日
（
水
）、
東
体

育
館
競
技
場
に
て
、ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

を
行
い
、
68
名
参
加
。

◆
東
区
高
齢
者
健
康
教
室　

　

令
和
3
年
2
月
9
日
（
火
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

◆
第
10
回
福
岡
市

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

令
和
3
年
2
月
4
日
（
木
）、
福
岡

市
民
体
育
館

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

R
元
年
度

R
2
年
度

ク
ラ
ブ
数

１
３
９

１
３
８

設
置
数

１
３
１

１
２
９

設
置
率（
％
）
94
・
2

93
・
5

4
健
康
を
進
め
る
運
動
の
推
進

❶
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

　
お
よ
び
参
加

◆
第
11
回
東
区
高
齢
者

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

令
和
2
年
8
月
25
日
（
火
）、
東
体

育
館
競
技
場
に
て
、
48
名
出
場
。

◆
第
28
回
東
区
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
2
年
10
月
7
日
（
水
）、
雁

の
巣
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
個
人
戦

１
５
１
名
参
加
。

◆
友
愛
訪
問
班
設
置
状
況

❷
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
施
設
が
受
け
入
れ
で
き
ず
、

実
施
し
て
い
な
い
。

❸
社
会
奉
仕
の
日

　

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

　

令
和
2
年
9
月
20
日
（
日
）

　

１
３
８
単
位
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、

１
３
３
単
位
ク
ラ
ブ
が
次
の
と
お
り

参
加
し
た
。

・
美
化
活
動

　

88
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
１
６
３
２

名
が
参
加
し
た
。

・
環
境
に
や
さ
し
い
活
動

　

１
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
35
名
が
参

加
し
た
。

・
美
化
と
環
境
同
時

　

44
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
９
８
５
名

が
参
加
し
た
。
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月 事　業　名 期　日 会　場 対 象 者 等

5
区　総会 10 日（月）東区役所 代議員制（総務部会で実施）
市　総会 24 日（月）市民福祉プラザ 代議員制（総務部会で実施）
区　新任会長等研修会 27 日（木）東市民センター 中止・資料送付

6 区　高齢者囲碁・将棋大会 23 日（水）東市民センター 中止

7

九州ブロック
老人クラブリーダー研修会

8 日（木）
9 日（金） 熊本市 中止

区　ねんりんクラブだより 15 日発行 会員他
区　高齢者演芸大会 21日（水）東市民センター 中止
市　高齢者囲碁・将棋大会 29 日（木）市民福祉プラザ 中止

8 区　ソフトダーツ大会 26 日（木）東体育館 区高齢者

9

市　高齢者保健福祉大会 1日（水） 福岡市民会館 中止
区　男女リーダー研修会 9 日（木） 東市民センター 単位クラブ役員等
市　健康づくりリーダー研修会 14 日（火）市民福祉プラザ 校区役員等
全国一斉社会奉仕の日 20 日（月）各校区内 会員

10

市　高齢者ゲートボール大会 4 日（月） 博多区山王公園 市高齢者

区　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 6 日（水） 雁の巣レクリエー
ションセンター 区高齢者

市　高齢者美術展 12日（火）〜
17日（日） 福岡市美術館 市高齢者

市　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 25 日（月）舞鶴公園 区大会入賞者

11 全国老人クラブ大会 16日（火）〜
17日（水） 香川県 区会長他

区　高齢者健康スポーツ大会 25 日 ( 木 ) 東体育館 区高齢者
12 区　高齢者カラオケ大会 23 日（木）東市民センター 区高齢者

1
区　ねんりんクラブだより 1日発行 会員他
市　老人クラブリーダー
　　養成研修会 25 日（火）市民福祉プラザ 会員

2 市　ソフトダーツ大会 4 日（金） 中央体育館 区代表
区　高齢者健康教室 8 日（火） 東市民センター 区高齢者

3 区　友愛訪問説明会 10 日（木）東市民センター 班長・単位クラブ会長他
運営委員会 月 1 回 東区役所他 校区会長および女性部代表
女性部長連絡会 奇数月 東区役所他 校区女性部長等
専門部会 随　時 東区役所他 運営委員

令和 3 年度 月間事業計画

※会場等の都合により、期日、会場等が変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染症予防のため、中止等となる事業があります。

令和 3 年度 各専門部長・副部長

部名 正副部長　

総務部
（4 名）

部　長 藤原　俊廣 香椎下原

副部長 木場　豊文 若　宮

教養部
（7 名）

部　長 吉原　健二 香椎東
副部長 中山　利明 香住丘

体育部
（6 名）

部　長 中村　健次 香椎浜
副部長 山路　近彦 和白東

部名 正副部長　

健康部
（6 名）

部　長 安部　五男 香　陵
副部長 生島　年郎 城　浜

広報部
（5 名）

部　長 江﨑　征二 東箱崎
副部長 古野　一則 青　葉

部名 正副部長　

奉仕部
（3 名）

部　長 本田　　収 照　葉
副部長 山田　　勝 馬　出

女性部
（4 名）

部　長 岩崎八重子 和白東
副部長 四宮カヅ子 香　陵

◆
第
46
回
東
区
高
齢
者
演
芸
大
会

　

令
和
2
年
7
月
21
日
（
火
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

◆
第
49
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
2
年
7
月
28
日
（
火
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
会
議
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

◆
第
58
回
福
岡
市

　
　

高
齢
者
保
健
福
祉
大
会

　

令
和
2
年
9
月
1
日
（
火
）、
福
岡

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
の
た
め
中
止

◆
第
50
回
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

　
　

令
和
2
年
10
月
13
日
（
火
）
～

10
月
18
日
（
日
）、
福
岡
市
美
術
館
に

て
、
東
区
ね
ん
り
ん
ク
連
よ
り
13
点

出
品
（
洋
画
9
点
・
日
本
画
1
点
・

書
0
点
・
写
真
2
点
・
工
芸
1
点
）。

◆
第
13
回
東
区
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

令
和
2
年
12
月
23
日
（
水
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
31
名
出

演
。

今
年
度
も
各
行
事
に

今
年
度
も
各
行
事
に

　

ご
参
加
、ご
協
力
を

　

ご
参
加
、ご
協
力
を

　
　
　

お
願
い
し
ま
す

　
　
　

お
願
い
し
ま
す
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3131
組
が
出
演
！

組
が
出
演
！

美
声
響
き
渡
る

美
声
響
き
渡
る

第
13
回
東
区
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

12
月
23
日
（
水
）、
東
市
民
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
第
13
回
東
区

高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
２
１
９
名
が
参
加
し
、

31
組
が
自
慢
の
歌
声
を
披
露
。
今

回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
の
た

め
受
付
で
検
温
を
行
い
、
座
席
を

1
つ
空
け
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
と
る
な
ど
し
て
、
感
染

予
防
対
策
を
徹
底
の
上
、
実
施
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
開
会
式
に
て
稲
吉

副
会
長
よ
り
代
読
で
あ
い
さ
つ
が

あ
り
「
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、
囲
碁
・

将
棋
大
会
や
演
芸
大
会
が
中
止
と

な
る
中
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
日

は
東
区
版
紅
白
歌
合
戦
の
よ
う
な

楽
し
い
行
事
と
な
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
」
と
出
演
者
の
皆
さ
ん

へ
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
皆
さ
ん
、
約
1

年
続
い
て
い
る
自
粛
生
活
の
ス
ト

レ
ス
を
発
散
す
る
か
の
よ
う
に
、

演
歌
や
歌
謡
曲
を
の
び
の
び
と
歌

い
、
応
援
に
か
け
つ
け
た
方
々
も

美
声
に
う
っ
と
り
。
歌
が
終
わ
る

と
拍
手
が
響
き
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
大
会
を
通
し
て
、
出
演
者
の
皆

さ
ん
も
観
客
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ

れ
が
歌
を
楽
し
み
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

【
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】

名島校区名島校区
藤野　健児藤野　健児

東箱崎校区東箱崎校区
丸田　馨丸田　馨

会場の様子会場の様子

青葉校区青葉校区
古川　美津子古川　美津子

城浜校区城浜校区
定松　隆弘定松　隆弘

香椎校区香椎校区
加茂　ヒサ子加茂　ヒサ子

香椎下原校区香椎下原校区
平峯　元明平峯　元明

城浜校区城浜校区
徳田　和代徳田　和代

美
和
台
校
区

美
和
台
校
区

梅
津
　
節
子

梅
津
　
節
子

香
椎
浜
校
区

香
椎
浜
校
区

楢
﨑
　
禮
子

楢
﨑
　
禮
子
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解答は
11ページ

6

1

9 10 10

2 5

16

7

11

14

3 4 5

12

18
B

15

DA

C

8

13

17 19

20 21

交
吉

市 接

クロスワードパズル
漢 字

A B C D

マス目にはすべて漢字が入ります。
A～Dでできる四字熟語は何でしょう？

 1. 六曜の一つ。結婚・旅立ちなど、万事に吉とする日
 2. 殿様などの主君に、忠誠を誓い仕える者
 4. 土地区画の番号がない土地。網走◯◯◯
 5. 定員いっぱい、ぎゅうぎゅう詰めのトレインだ
 7. 鬼は外、福は内、と豆まきする日だね
10. 自分の主張をおさえ、相手の意向に従う
12. 建物などに囲まれた、屋根のないスペース
13. 自分の国が、大好きです
15. サッカーやラグビーなどをするための競技施設
16. チームの力になるという構想から外れること
17. 親密な交際のたとえ「◯◯の交わり」
19. 一番ちいさなコインは◯◯玉だね

タ
テ
の
カ
ギ

 1.↔店子。貸し家の持ち主です
 3. 町中にある、お巡りさんの詰め所
 6. どじょうすくいの踊りで有名な、島根県の民謡
 8. そとまわりのセールスマン。保険の◯◯◯
 9. いくつかの区画に分けて売り出す土地だ
11. ひるま。日の出ている間
13. 気に入って、大切にしている車だ
14. サッカーは蹴球、ではテニスは？
16. 争いが続き、群雄割拠の◯◯時代
18. 科学などのテクノロジーに関する能力
20. 魚介類を取り引きするマーケットだね
21. 多角形のすべての頂点を通る円です

ヨ
コ
の
カ
ギ

6

1

9 10 10

2 5

16

7

11

14

3 4 5

12

18
B

15

DA

C

8

13

17 19

20 21

交
吉

市 接

大 家 番交 満
安

日

来 節
分

中
庭

外

水
魚

球
技
場

譲
歩
地

員
電
車愛

国戦

外
術 力 一

円

答　え

家庭円満
A B C D
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の
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21. 多角形のすべての頂点を通る円です

ヨ
コ
の
カ
ギ
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14
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マス目にはすべて漢字が入ります。
A～Dでできる四字熟語は何でしょう？

 1. 六曜の一つ。結婚・旅立ちなど、万事に吉とする日
 2. 殿様などの主君に、忠誠を誓い仕える者
 4. 土地区画の番号がない土地。網走◯◯◯
 5. 定員いっぱい、ぎゅうぎゅう詰めのトレインだ
 7. 鬼は外、福は内、と豆まきする日だね
10. 自分の主張をおさえ、相手の意向に従う
12. 建物などに囲まれた、屋根のないスペース
13. 自分の国が、大好きです
15. サッカーやラグビーなどをするための競技施設
16. チームの力になるという構想から外れること
17. 親密な交際のたとえ「◯◯の交わり」
19. 一番ちいさなコインは◯◯玉だね

タ
テ
の
カ
ギ

 1.↔店子。貸し家の持ち主です
 3. 町中にある、お巡りさんの詰め所
 6. どじょうすくいの踊りで有名な、島根県の民謡
 8. そとまわりのセールスマン。保険の◯◯◯
 9. いくつかの区画に分けて売り出す土地だ
11. ひるま。日の出ている間
13. 気に入って、大切にしている車だ
14. サッカーは蹴球、ではテニスは？
16. 争いが続き、群雄割拠の◯◯時代
18. 科学などのテクノロジーに関する能力
20. 魚介類を取り引きするマーケットだね
21. 多角形のすべての頂点を通る円です

ヨ
コ
の
カ
ギ

6

1

9 10 10

2 5

16

7

11

14

3 4 5

12

18
B

15

DA

C

8

13

17 19

20 21

交
吉

市 接

大 家 番交 満
安

日

来 節
分

中
庭

外

水
魚

球
技
場

譲
歩
地

員
電
車愛

国戦

外
術 力 一

円

答　え

家庭円満
A B C D

パズル 脳トレde

ちょっとひとやすみ 　脳を使わずにいると、年齢とともに脳機能が低下し記

憶力の低下などの原因となります。パズルなどで楽しみ

ながら脳トレをすることで脳が活性化し、認

知症の予防にもつながります。ここで一息、

以下のパズルにチャレンジしてみましょう。
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初
め
て
管
理
職
（
課
長
）
に
任

命
さ
れ
た
時
、
職
場
が
発
行
し
て

い
る
「
た
よ
り
」
に
執
筆
す
る
よ

う
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
昔
か
ら
「
文

を
書
く
こ
と
」
は
大
の
苦
手
。
原
稿

作
り
よ
り
、
新
し
い
仕
事
を
覚
え

る
こ
と
が
先
決
と
、
し
ば
ら
く
そ
っ

と
し
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
仕
事
で
は
、
テ
レ
ビ
局

か
ら
毎
朝
、
放
送
番
組
表
が
届
け

ら
れ
、
そ
れ
に
目
を
通
す
の
も
仕

事
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
番
組
表
を

届
け
て
く
れ
た
若
い
女
性
社
員
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
受
け
と
っ
て
、

す
ぐ
に
お
帰
り
願
う
の
も
悪
い
の

で
、
し
ば
し
ば
引
き
留
め
て
世
間

話
な
ど
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
話
の
流
れ
で
、
彼
女
の
お
父
さ

ん
が
新
聞
社
に
勤
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。「
た
よ
り
」
の

原
稿
作
り
が
頭
の
片
隅
に
あ
る
私

は
「
そ
ん
な
人
な
ら
原
稿
を
書
く

の
は
お
手
の
物
、
書
い
て
く
れ
な

い
か
な
」
と
半
分
ひ
と
り
言
の
よ

う
に
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
彼
女
も
本
気
で
聞
く
こ
と
も
な

く
、
聞
き
流
し
て
帰
っ
て
い
き
ま

し
た
。

み
ん
な
意
味
が
あ
る
ん
だ
よ

舞
松
原
校
区
　
神
ノ
木
わ
か
く
さ
会
　
河
村
　
冨
美
子

　
「
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で
、
コ
ロ
ナ

の
予
防
注
射
を
し
て
き
た
よ
。
痛

く
な
か
っ
た
よ
」
と
、
民
生
委
員

を
し
て
い
る
友
人
か
ら
の
電
話
。

予
防
注
射
が
身
近
に
な
り
、
順
番

が
待
ち
ど
お
し
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
感
染
力
の
強
さ
以

上
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

分
断
す
る
怖
さ
が
あ
る
。
だ
か
ら

私
は
時
々
、
友
人
・
知
人
に
声
か

け
を
す
る
。「
ど
う
し
て
る
？ 

何

か
困
っ
た
こ
と
な
い
？
」
と
聞
く

と
「
主
人
が
白
内
障
の
手
術
を
す

る
の
よ
」「
息
子
の
仕
事
が
な
く

な
っ
た
の
よ
」
な
ど
、
家
族
の
こ

と
や
環
境
の
こ
と
を
話
し
合
う
。

　
3
月
16
日
、
東
京
に
住
ん
で
い

る
娘
（
長
女
）
か
ら
嬉
し
い
電
話

が
あ
っ
た
。
孫
が
高
校
卒
業
式
の

朝
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
12

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
、
お
礼
を
言
っ
て
く
れ
た

と
の
こ
と
。
小
、
中
、
高
校
の
12

年
間
、
朝
6
時
す
ぎ
か
ら
通
学
し

て
い
た
孫
。
時
に
は
「
早
く
起
き

な
さ
い
」
と
、
母
親
か
ら
の
叱
責

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
に
。
電
話
口
の

娘
の
声
も
う
る
う
る
。
聞
い
て
い

る
私
も
涙
ポ
ロ
ポ
ロ
。
4
月
か
ら

大
学
生
の
孫
、
い
い
娘
に
育
っ
て

い
る
。

　
私
は
4
人
の
子
育
て
を
し
て
き

た
。
次
女
が
中
学
2
年
生
の
3
学

期
、
新
築
し
た
東
区
の
家
に
引
っ

越
し
て
き
た
。
中
学
3
年
生
の
時

に
は
、
い
じ
め
に
あ
い
、
上
靴
は

た
び
た
び
隠
さ
れ
、
カ
バ
ン
の

取
っ
手
を
切
ら
れ
た
り
と
、
女
の

子
の
い
じ
め
は
陰
湿
だ
っ
た
。
学

校
に
も
行
け
な
く
な
り
、
主
人
が

車
で
校
門
ま
で
送
っ
た
。
親
娘
と

も
に
闘
い
の
1
年
だ
っ
た
。

　
次
女
は
大
学
卒
業
後
、
現
在
は

東
京
の
企
業
で
執
行
役
員
兼
経
理

部
長
を
務
め
て
い
る
。
あ
の
辛
い

経
験
に
よ
っ
て
耐
え
る
強
さ
、
人

へ
の
優
し
さ
が
培
わ
れ
た
の
だ
ろ

う
。
娘
と
「
み
ん
な
意
味
が
あ
る

ん
だ
よ
」
と
、
話
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
生
き
る
希
望
を
奪

い
、
生
活
や
幸
福
を
破
壊
す
る
。

そ
の
上
「
コ
ロ
ナ
慣
れ
」
に
よ
る

危
機
感
の
希
薄
化
が
心
配
さ
れ

る
。
今
こ
そ
人
と
の
つ
な
が
り
を

再
認
識
し
て
「
支
え
合
い
」「
助

け
合
い
」
の
励
ま
し
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

ク
リ
ミ
ア
の
天
使
と
い
わ
れ

た
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
は
「
天
使
と
は
苦
し
み
に

あ
え
ぐ
者
の
た
め
に
戦
う
者
の
こ

と
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
近
い
未

来
に
コ
ロ
ナ
禍
は
「
み
ん
な
意
味

が
あ
る
ん
だ
よ
」
と
語
り
合
う
時

が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

初
め
て
の
管
理
職

「
た
よ
り
」
へ
の
執
筆
依
頼

頭
に
残
っ
た

�

新
聞
社
の
原
稿
作
成
方
法

　
と
こ
ろ
が
翌
朝
、
に
こ
に
こ
し

て
や
っ
て
き
た
彼
女
か
ら
「
父
は

書
い
て
も
い
い
と
言
い
ま
し
た
」

と
、
意
外
な
返
事
。
そ
れ
な
ら
ば

「
渡
り
に
船
」「
善
は
急
げ
」
と
、

我
々
の
事
務
所
の
向
か
い
に
あ
る

新
聞
社
を
訪
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　
一
般
社
員
用
の
デ
ス
ク
が
ひ
し

め
く
と
こ
ろ
か
ら
や
や
離
れ
、
少

し
大
き
め
の
デ
ス
ク
に
お
父
さ
ん

は
座
っ
て
い
ま
し
た
。
多
分
「
お

ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

投
稿
の
す
す
め

舞
松
原
校
区
　
あ
か
つ
き
会
　
田
尻
　
和
馬
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偉
い
さ
ん
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

わ
け
を
話
し
て
お
願
い
す
る
と
、

気
安
く
「
い
い
で
す
よ
」
と
引
き

受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
2
、
3
日
も
す
る
と
「
書
き
ま

し
た
」
と
電
話
で
連
絡
が
き
た
の

で
、
原
稿
を
受
け
取
り
に
行
き
、

丁
重
に
お
礼
を
言
っ
て
事
務
所
に

戻
る
と
、
す
ぐ
に
封
を
切
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
見
え
た
の
は
、
や
や

乱
暴
な
字
で
「
ト
コ
ト
ン
ト
ン
、

ト
コ
ト
ン
ト
ン
…
」
一
般
民
家
の

「
座
敷
」
に
「
神
様
」
が
舞
い
降
り

て
く
る
、
と
。
予
想
外
の
書
き
出

し
で
、
唖
然
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
お
父
さ
ん
の
狙
い
は
「
た
よ

り
」
が
九
州
一
円
の
30
余
り
の
職

場
に
配
布
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず
は
、

私
の
赴
任
し
た
宮
崎
の
お
国
柄
を

紹
介
し
た
上
で
、
お
も
む
ろ
に
本

論
へ
導
入
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で

し
た
。

　
こ
の
原
稿
を
ど
の
よ
う
に
ア
レ

ン
ジ
し
、
ど
の
よ
う
に
管
理
職
へ

の
意
気
込
み
に
結
び
つ
け
た
か
、

今
と
な
っ
て
は
思
い
出
せ
ま
せ
ん

が
、
頭
に
残
っ
た
の
は
「
原
稿
の

作
成
方
法
」
で
し
た
。
冒
頭
に
何

か
奇
抜
な
こ
と
を
書
き
、
ま
ず
、

読
者
の
気
を
引
き
つ
け
た
と
こ
ろ

で
、
お
も
む
ろ
に
本
論
へ
と
入
っ

て
い
く
と
い
う
手
法
で
す
。
年
齢

と
と
も
に
、
原
稿
依
頼
が
増
え
ま

し
た
が
、
こ
の
手
法
で
何
と
か
乗

り
切
れ
た
気
が
し
ま
す
。
新
聞
社

の
お
父
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
原
稿
の
筋
書
き
が
で

き
て
も
、
年
齢
と
と
も
に
い
ざ
書

こ
う
と
す
る
と
漢
字
が
出
て
こ
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
頼
る
の

が
ワ
ー
プ
ロ
で
す
。
欧
文
タ
イ
プ

に
慣
れ
て
い
た
私
は
ロ
ー
マ
字
で

打
ち
込
み
ま
す
。
画
面
表
示
は
仮

名
と
な
り
、
さ
ら
に
漢
字
に
変
換

し
て
文
章
作
り
が
で
き
ま
す
。
極

め
て
便
利
で
す
。
出
始
め
の
ワ
ー

プ
ロ
は
単
体
で
し
た
。当
時
の
ワ
ー

プ
ロ
は
熟
語
変
換
が
や
や
ぎ
こ
ち

な
か
っ
た
の
で
す
。
案
の
定
、
単

体
と
し
て
の
ワ
ー
プ
ロ
は
す
ぐ
に

姿
を
消
し
ま
し
た
。

　
代
わ
り
に
普
及
し
た
の
が
、ワ
ー

プ
ロ
機
能
を
兼
ね
備
え
た
パ
ソ
コ

ン
で
す
。
使
う
方
も
操
作
に
慣
れ

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
横
書
き

や
縦
書
き
が
自
由
自
在
。
文
字
の

大
・
小
変
換
も
容
易
、
文
の
抹
消

や
文
の
入
れ
替
え
も
簡
単
に
で
き

ま
す
。

　
手
書
き
時
代
の
文
章
校
正
で
は
、

斜
線
に
よ
る
文
の
抹
消
、
矢
印
に

よ
る
文
の
入
れ
替
え
な
ど
で
、
紙

ワ
ー
プ
ロ
を
頼
り
に

�

文
章
の
作
成
を
行
う

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
で

�

よ
り
便
利
で
作
り
や
す
く

面
が
真
っ
黒
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ワ
ー
プ
ロ
で
は
常
に
き
れ
い

な
状
態
で
文
の
修
正
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
既
製
の
原
稿
用
紙
の
マ
ス

目
に
合
う
よ
う
に
文
字
の
間
隔
を

調
整
し
て
印
刷
し
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
は
文
字
と
原
稿
用
紙
が
一
体

と
な
っ
て
印
刷
で
き
ま
す
。
当
然
、

原
稿
用
紙
を
別
途
購
入
す
る
必
要

も
な
く
、
た
だ
の
白
紙
に
原
稿
用

紙
が
印
刷
さ
れ
、
そ
の
マ
ス
目
に

文
字
が
き
ち
ん
と
収
ま
っ
て
い
ま

す
。
文
字
は
、
任
意
の
書
体
を
選

択
で
き
、
こ
ん
な
に
も
書
体
の
種

類
が
あ
る
の
か
と
驚
く
ほ
ど
の
書

体
が
準
備
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

情
報
収
集
・
確
認
に
は

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

　
一
応
、
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ

で
、内
容
の
真
否
が
疑
わ
し
く
な
っ

た
と
し
た
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
い
、
関
連
項
目
を
探
し
ま
す
。

合
致
し
て
い
れ
ば
一
安
心
。
違
っ

て
い
た
ら
即
座
に
修
正
し
、
さ
ら

に
よ
り
良
い
記
事
が
あ
れ
ば
、
す

か
さ
ず
そ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
こ
れ
が
「
パ
ソ
コ
ン
」

利
用
の
利
点
で
し
ょ
う
。

　
冒
頭
に
出
し
た
宮
崎
の
夜
神
楽

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
引
い
て
み

る
と
、
た
く
さ
ん
の
記
事
が
出
て

き
ま
し
た
。
要
約
す
る
と
、
起
源

は
『
天
の
岩
戸
の
神
話
』
に
出
て

く
る
天
あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

細
女
命
の
舞
で
あ
り
、
夜

神
楽
は
8
0
0
年
前
の
鎌
倉
時
代

に
さ
か
の
ぼ
り
、
33
の
神
楽
が
あ

る
と
さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
秋
の
収

穫
が
終
わ
っ
た
11
月
中
旬
か
ら
翌

年
の
2
月
上
旬
ま
で
、
収
穫
の
感

謝
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
、
神

楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
宮
崎
の
高
千
穂
町
内
20
集
落
で

は
家
の
座
敷
や
公
民
館
な
ど
で
夜

を
徹
し
て
行
わ
れ
、
5
0
0
人
も

の
舞
手
が
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
神
楽
の

動
画
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ト
ン
ト
コ
ト
ン
、
ト
ン
ト
コ
ト
ン

…
笛
、
太
鼓
が
奏
で
ら
れ
る
中
、

独
特
の
面
を
つ
け
た
人
々
が
、
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
神
楽
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
な
ら
で
は

の
利
便
さ
で
し
ょ
う
か
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
「
も
っ
と
有
効
的
に
使
っ
て
い

る
よ
」と
い
う
方
々
も
多
い
で
し
ょ

う
。
一
方
、
机
の
片
隅
で
埃
ま
み

れ
に
し
て
い
る
方
も
多
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
方
に

は
、頭
の
体
操
。
パ
ソ
コ
ン
で
エ
ッ

セ
ー
な
ど
を
作
り
、
何
か
に
投
稿

な
ど
を
し
た
ら

い
い
と
思
い
ま

す
。「
私
の
投

稿
の
す
す
め
」

で
し
た
。

頭
の
体
操
に
も
な
る

�

パ
ソ
コ
ン
で
の
執
筆
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蒲
田
は
福
岡
市
の
東
北
端
に
位

置
し
、
久
山
町
、
粕
屋
町
、
篠
栗

町
に
隣
接
し
て
い
る
。
そ
の
東
の

端
に
あ
る
部へ

き木
八
幡
神
社
参
道
の

東
北
隅
に
こ
ぢ
ん
ま
り
と
「
曽
我

神
社
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

は
、
代
々
部
木
集
落
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
管
理
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の「
曽
我
神
社
」に
つ
い
て
、

江
戸
時
代
の
古
文
書
『
筑
前
国
続

風
土
記
拾
遺
』
に
は
大
略
が
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第 29回

多
々
良
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

鐘
菊
会
　
近
本
　
明
雄

　
さ
て
、
こ
の
社
内
に
祀
ら
れ
て

い
る
二
基
の
霊
石
に
本
当
に
梵
字

と
碑
文
が
古
文
書
の
通
り
記
さ
れ

て
い
る
の
な
ら
、
一
級
の
歴
史
資

料
だ
と
思
い
、
代
々
社や
し
ろを
管
理
・

保
全
さ
れ
て
い
る
責
任
者
に
立
ち

会
っ
て
い
た
だ
き
、
平
成
15
年
11

月
と
16
年
2
月
に
調
査
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　
社
殿
の
扉
を
開
け
、
懐
中
電
灯

の
光
を
頼
り
に
腹
這
い
に
な
っ
て

逆
立
ち
の
格
好
で
狭
い
社
殿
い
っ

ぱ
い
に
鎮
座
し
て
い
る
二
基
の
石

塔
を
観
察
し
た
。

　

手
前
の
一
基
（
高
さ
1
0
3

㌢
）
に
は
薬や
げ
ん
ぼ
り

研
彫
の
阿あ
み
だ
さ
ん
そ
ん

弥
陀
三
尊

が
認
め
ら
れ
、「
板い
た
び碑
」
形
式
の

供く
よ
う
と
う

養
塔
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
主し
ゅ
そ
ん尊
の
阿
弥
陀
に
は
直

径
20
㌢
ほ
ど
の
円
相
が
あ
る
が
、

脇わ
き
じ侍
の
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩

の
梵
字
に
は
円
相
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
碑

文
は
一
切
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
後
方
の
一
基
の
1
2
0

㌢
ほ
ど
の
自
然
石
に
は
一
切
何
も

刻
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
た
だ
、
曽
我
神
社
の
ご
神
体
が
大

き
な
平
石
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

一
基
は
「
板い
た
び碑
」
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で

あ
っ
た
（
こ
の
件
は
、
福
岡
市
教

育
委
員
会
に
報
告
し
て
お
い
た
）。

前
に
自
分
自
身
を
供
養
）
の
た
め

に
作
ら
れ
た
石
塔
。
石
材
は
花
崗

岩
、
安
山
岩
、
玄
武
岩
、
凝
灰
岩
、

砂
岩
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。
関

東
で
は
緑
り
ょ
く
で
い
へ
ん
が
ん

泥
片
岩
製
が
多
い
。

　

碑
面
に
は
大だ
い
に
ち日

如
来
、
釈し

ゃ
か迦

如

来
、
阿あ

み

だ

弥
陀
如
来
、
地
蔵
菩
薩
、

観
音
菩
薩
な
ど
を
示
す
梵ぼ
ん
じ字
が
刻

ま
れ
て
い
た
り
、
そ
れ
ら
の
仏
が

彫
刻
さ
れ
て
い
た
り
す
る
も
の
が

あ
る
。
そ
の
下
に
銘
文（
施
主
名
、

目
的
、
造
立
年
月
日
、
被
供
養
者

名
な
ど
）
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の

は
歴
史
的
価
値
が
高
い
。
中
に
は

芸
術
的
な
流
麗
な
作
品
も
み
ら
れ

る
。全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
が
、

特
に
関
東
に
多
い
。
福
岡
市
に
は

4
0
0
基
ほ
ど
存
在
す
る
。

◆
曽
我
兄
弟
に
つ
い
て

　

建
久
4
年
（
1
1
9
3
）、
曽

我
兄
弟
（
兄
祐す
け
な
り成
、弟
時と
き
む
ね宗
）
は
、

源
頼
朝
が
催
し
た
富
士
の
裾
野

の
巻
き
狩
り
で
、
父
河
津
祐す
け
や
す泰
の

仇
、
工
藤
祐す
け
つ
ね経

を
討
ち
果
た
し

た
。
こ
の
事
件
は
美
談
と
し
て
当

時
か
ら
多
く
の
人
に
言
い
伝
え

ら
れ
た
。

　

曽
我
兄
弟
は
元
々
、
伊
豆
の
河

津
氏
で
あ
る
が
、
父
の
死
後
、
母

が
幼
児
2
人
を
連
れ
て
曽
我
氏

と
再
婚
し
て
い
た
の
で
曽
我
を

名
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

◆
板い
た
び碑
に
つ
い
て

　

鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か

け
、追
善
供
養
や
逆
ぎ
ゃ
く
し
ゅ
う修
供
養
（
生

曽我神社曽我神社

蒲
田
の
曽
我
神
社
に
つ
い
て

　『
瓦
堂
内
に
平
石
が
二
基

あ
り
、
円
形
が
三
つ
あ
っ
て

梵ぼ
ん
じ字
が
彫
っ
て
あ
る
。
碑
表

に
「
高
宗
院
殿
峯
岩
良
雲

大
禅
定
門
」
と
「
鷹
獄
院

殿
山
良
富
大
居
士
建
久
四
年

五
月
二
十
八
日
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
是
は
曽
我
十
郎
祐

成
お
よ
び
五
郎
時
宗
の
塔
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
祀

ら
れ
て
い
る
訳
は
宗
像
郡
在

住
の
河
津
氏
家
記
に
よ
れ
ば

…
河
津
次
郎
貞
重
が
、
永
仁

元
年
（
1
2
9
3
）
探
題

北ほ
う
じ
ょ
う
か
ね
と
き

条
兼
時
の
家
来
と
し
て
筑

前
に
来
て
、
迫
門
河
内
（
現

在
の
篠
栗
町
尾
仲
か
）
を
賜

り
、
館
を
建
て
よ
う
と
し
た

ら
二
個
霊
石
が
あ
っ
た
。
貞

重
は
ち
ょ
う
ど
自
分
の
祖
先

の
事
績
（
曽
我
兄
弟
の
仇
討
）

の
百
年
目
に
当
た
る
今
年
に

奇
瑞
な
こ
と
だ
と
し
て
（
部

木
の
地
に
）
曽
我
八
幡
を
勧

請
し
そ
の
霊
石
を
ご
神
体
と

し
て
お
祀
り
し
た
も
の
で
あ

る
。
…
』
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24 福岡市では 70歳以上の方に、福岡市では 70歳以上の方に、
高齢者乗車券（交通用福祉 ICカード等）をお渡ししています。高齢者乗車券（交通用福祉 ICカード等）をお渡ししています。

福岡市交通用福祉 IC カード

　70 歳になる誕生日の前日から交付手続きができます。
　更新・交付手続きを毎年 1 回、9 月から行います。
　IC カードの場合、残高がなくなっても、繰り返し使いますので、カード
は大切に保管しておいてください。紛失された場合はカードの再発行金額
となる 500 円を減額させていただきます。
　なお、タクシー利用助成券を選ぶこともできます。

申請方法については、下記【問い合わせ先】高齢者乗車券郵送受付センターへご連絡ください。
※申請・交付は郵送となります。

❶市内に住民登録をされている満 70 歳以上の方
❷令和 2 年度介護保険料の所得段階が 1 〜 7 の方

（介護保険料納入通知書でご確認いただけます）

令和 2年度高齢者乗車券（令和2年9月〜令和3年9月交付分）の手続きがお済みでない方は、9月末まで
に申請してください。

申請された月 令和 3 年 7 〜 9 月
令和 2 年度介護保険料所得段階 1 ～ 5 3,000 円
令和 2 年度介護保険料所得段階 6 ～ 7 2,000 円

高齢者乗車券郵送受付センター【問い合わせ先】 TEL：0120-502-633

交付金額（申請された月によって、金額が変わります）※令和3年9月より交付分

申請された月 ９～ 12 月 翌年１～ 3 月 翌年４～６月 翌年７～９月
令和 3 年度介護保険料所得段階 1 ～ 5 12,000 円 9,000 円 6,000 円 3,000 円
令和 3 年度介護保険料所得段階 6 ～ 7 8,000 円 6,000 円 4,000 円 2,000 円

令和 3年度高齢者乗車券（令和3年9月〜令和4年9月）の交付対象者（下記の❶❷いずれも満たす方）
❶市内に住民登録をされている満 70 歳以上の方
❷令和 3 年度介護保険料の所得段階が１～ 7 の方
　（7 月中旬に区役所からお送りしている介護保険料納入書でご確認いただけます）

手続き方法
詳細は、福岡市政だより令和 3 年 7 月 15 日号をご覧ください。
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散
歩
道
色
づ
く
柿
に
思
い
出
が

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

豊
村
　
幸
子
　

宵
闇
や
星
と
ふ
れ
合
ふ
飛
行
灯

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

田
中
　
よ
し
江

露
店
な
く
初
物
捜
す
放
生
会

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

町
田
　
義
郎
　

夕
立
や
羽
を
休
め
る
軒
の
下

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

花
終
へ
て
な
ほ
花
か
と
も
水
や
り
ぬ

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

犬
塚
　
典
子
　

蟬
時
雨
夏
の
終
り
を
つ
げ
に
け
り

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代
　

冬
支
度
出
来
た
か
な
あ
と
故
郷
想
う

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会�

増
山
　
好
　
　

十
五
夜
の
兎
は
跳
ね
て
夜
も
す
が
ら

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�
田
中
　
友
春
　

夫
婦
舟
上
り
下
り
の
春
景
色

名
島
校
区
　
第
一
健
寿
会�

大
坪
　
耕
一
郎

祭
り
な
き
博
多
の
町
は
神
事
の
み

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

満
生
　
弘
子
　

木
洩
日
に
鳴
き
つ
ま
づ
き
て
秋
の
蝉

名
島
校
区
　
ソ
ロ
ン
名
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

佐
藤
　
幸
晴
　

肥
前
路
は
極
楽
め
け
り
大
蓮
田

名
島
校
区
　
第
三
松
寿
会�

白
水
　
智
子
　

母
の
日
も
密
を
さ
け
た
り
娘
孫

三
苫
校
区
　
三
苫
第
一
福
寿
会�

落
石
　
ふ
じ
子

田
の
畦
を
護
る
若
豆
半
夏
生

香
椎
校
区
　
浜
男
ク
ラ
ブ�
竹
内
　
鉦
男
　

ひ
と
と
き
の
安
ら
ぎ
得
た
る
新
樹
蔭

香
椎
下
原
校
区
　
み
ど
り
の
会�

中
野
　
弘
子
　

戯
れ
て
庭
を
狭
し
と
夏
の
蝶

香
椎
下
原
校
区
　
た
ち
ば
な
会�

西
岡
　
俊
明
　

も
の
云
え
ば
心
さ
む
ざ
む
秋
の
夕
暮
れ

香
椎
下
原
校
区
　
オ
ー
ク
タ
ウ
ン
三
日
月
ク
ラ
ブ

�

市
来
　
ア
キ
　

風
鈴
の
音
を
き
ヽ
つ
つ
眠
り
け
り

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

柳
瀬
　
敏
子
　

玄
昉
の
み
た
ま
遺
る
か
柿
赤
し

（
太
宰
府
に
あ
る
玄
防
の
墓
）

香
椎
東
校
区
　
綾
杉
会�

木
下
　
美
都
子

蝉
し
ぐ
れ
コ
ロ
ナ
で
籠
る
碁
の
親
子

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下
　
聖
夫
　

白
を
打
つ
友
の
額
に
玉
の
汗

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
野
　
博
　
　

思
い
出
の
旅
を
辿
れ
ば
夏
の
風

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
坂
　
英
己
　

凛
と
し
て
白
寿
の
母
や
夏
の
朝

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田
　
義
弘
　

羽
根
傷
ん
で
天
道
虫
の
と
ど
ま
り
て

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田
　
久
子
　

耕
運
機
虫
這
い
出
で
て
田
植
待
つ

馬
出
校
区
　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

永
尾
　
静
子
　

夏
落
葉
掃
き
寄
せ
た
り
一
隅
に

馬
出
校
区
　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

下
川
　
孝
代
　

放
射
線
治
療
を
笑
顔
で
語
る
友

笑
顔
の
奥
の
強
さ
を
思
う

和
白
東
校
区
　
第
一
明
生
会�

続
田
　
春
男
　

こ
の
町
を
終
の
す
み
か
と
決
め
た
の
に

な
じ
み
の
店
の
閉
店
さ
び
し

香
椎
校
区
　
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

中
嶋
　
文
子
　

今
日
し
よ
う
明
日
し
よ
う
と
思
ひ
つ
つ

今
日
も
暮
れ
ゆ
く
老
い
ゆ
く
日
々
は

香
椎
下
原
校
区
　
オ
ー
ク
タ
ウ
ン
三
日
月
ク
ラ
ブ

�

市
来
　
ア
キ
　

お
月
見
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
く

七
十
代
の
わ
れ
ら
三
人

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

工
藤
　
勝
代
　

弟
の
遺
影
の
前
で
一
人
食
む

白
桃
甘
く
思
い
出
め
ぐ
る

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�
小
﨑
　
恵
美
子
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晩
秋
に
最
後
と
な
り
し
同
期
会

傘
寿
の
友
ら
長
生
き
せ
よ
と

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下
　
聖
夫
　

南
東
の
空
を
ご
ら
ん
と
友
の
声

ス
マ
ホ
右
手
に
虹
を
さ
が
し
ぬ

香
椎
東
校
区
　
若
杉
会�

大
宅
　
弘
子
　

並
び
ゐ
る
花
茎
は
筆
よ
ア
マ
リ
リ
ス

命
描
か
ん
と
空
に
構
ふ
る

香
椎
東
校
区
　
若
杉
会�
江
頭
　
一
枝
　

老
い
の
身
の
一
途
に
育
て
来
し
菊
の

花
時
待
た
ず
祖
父
は
逝
き
た
り

香
椎
東
校
区
　
香
友
会�

宮
邉
　
政
城
　

エ
イ
ッ
と
投
げ
や
っ
た
と
勇
み
的
に
寄
り

が
っ
く
り
落
と
す
肩
と
成
績

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

満
開
の
桜
の
も
と
の
約
束
は

守
ら
な
く
て
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

犬
塚
　
典
子
　

初
夏
の
筍
香
り
も
美
味
し
さ
く
さ
く
と

仲
良
き
友
と
語
ら
い
弾
み
て

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代
　

草
原
の
に
わ
か
に
虫
の
す
だ
く
音
に

秋
の
お
と
づ
れ
し
み
じ
み
感
じ
て

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

竹
下
　
伊
都
子

栗
を
む
く
気
力
体
力
な
く
な
り
て

家
族
だ
ん
ら
ん
は
夢
物
語

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会�

有
地
　
紀
美
子

逆
立
ち
て
餌
を
捕
る
鴨
の
お
も
し
ろ
さ

満
員
電
車
に
一
瞬
な
ご
む

舞
松
原
校
区
　
高
寿
会�

伊
東
　
文
枝
　

昨
日
は
過
去

今
日
は
現
在

明
日
は
未
来

み
ん
な
大
切

で
も
一
番
大
切
な
の
は
明
日

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

五 

行 

歌

ワ
ク
チ
ン
で
免
疫
体
へ
更
衣

香
椎
下
原
校
区
　
み
ど
り
の
会�

中
野
　
弘
子
　

新
型
の
コ
ロ
ナ
来
る
な
と
マ
ス
ク
当
て

香
椎
下
原
校
区
　
オ
ー
ク
タ
ウ
ン
三
日
月
ク
ラ
ブ

�
市
来
　
ア
キ
　

八
十
路
来
て
物
忘
れ
・
コ
ロ
ナ
押
し
寄
せ
る

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

豊
村
　
幸
子
　

ポ
ン
チ
ー
ロ
ン
四
人
合
せ
て
三
百
歳

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
野
　
博
　
　

我
が
家
で
は
三
密
回
避
以
前
か
ら

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

町
田
　
義
郎
　

ワ
ク
チ
ン
が
嫌
い
と
コ
ロ
ナ
変
異
す
る

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下
　
聖
夫
　

惜
し
む
か
な
ふ
と
こ
ろ
寂
し
男
前

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
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紅
葉
の
街
路
を
散
歩
す
る
わ
れ
に

笑
顔
を
向
け
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
人

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会�

石
堂
　
寛
子
　

今
宵
観
る
望
月
悲
し
コ
ロ
ナ
禍
で

消
え
に
し
人
の
面
影
浮
ぶ

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

上
空
を
Ｂ
29
と
ぶ
妹
を
背
に

母
の
帰
り
待
つ
七
歳
の
夏

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

真
鍋
　
峰
子
　

突
然
の
親
し
き
友
の
旅
立
ち
は

コ
ロ
ナ
禍
中
の
令
和
三
年

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

満
生
　
弘
子
　

う
ど
ん
県
う
ち
が
本
家
と
タ
モ
リ
さ
ん

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

赤
い
糸
も
つ
れ
つ
ま
ず
き
五
十
年

名
島
校
区
　
第
一
健
寿
会�

大
坪
　
耕
一
郎

コ
ロ
ナ
禍
で
し
め
込
み
姿
の
男
見
ず

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

満
生
　
弘
子
　

ほ
ろ
酔
い
の
力
を
借
り
て
本
音
言
い

東
箱
崎
校
区
　
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ

�

鈴
木
　
国
昭
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こ
の
た
び
は
、
東
区
ね
ん
り

ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
へ
広
告
の
掲

載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚

誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

編
集
後
記

　
皆
様
に
本
紙
が
届
く
こ
ろ
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
コ
ロ

ナ
禍
が
落
ち
着
く
こ
と
を
切
に

願
う
も
の
で
す
。

　
さ
て
、今
回
も
俳
句
や
川
柳
、

短
歌
等
、
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
も

多
く
の
方
の
ご
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
気
温
も
上
昇
し
、
熱
中

症
の
心
配
も
出
て
き
ま
す
。
皆

様
、
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
、

お
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

�

（
広
報
部
長
　
江
﨑
　
征
二
）

歌って笑って歌って笑って
コロナを吹き飛ばせコロナを吹き飛ばせ
　12月23日（水）、第13回東区高齢者カラオケ大会を東市民センター
ホールにて開催しました。当日は、31組が日頃の練習の成果を遺憾
なく発揮。
　コロナ禍での開催となりましたが、対策を十分に行った上で参加者
全員が歌を楽しみ、大盛況のうちに終了しました。

第13回東区高齢者カラオケ大会

最高齢者賞

若宮校区
早川　淳さん

89歳

香椎浜校区
青木　豊子さん

96歳

香椎東校区香椎東校区
本田　良惠本田　良惠

馬出校区馬出校区
山内　幸子山内　幸子

青葉校区青葉校区
倉原　淳子倉原　淳子

香椎下原校区香椎下原校区
藤原　俊廣藤原　俊廣

名島校区名島校区
木村　博夫木村　博夫

筥松校区筥松校区
秋山　ミス子秋山　ミス子

多
々
良
校
区

多
々
良
校
区

釜
崎
　
照
子

釜
崎
　
照
子

青
葉
校
区

青
葉
校
区

吉
田
　
洋
子

吉
田
　
洋
子

名島校区名島校区
森　道子森　道子

香椎東校区香椎東校区
梅田　保信梅田　保信

香椎校区香椎校区
鈴鹿　俊春鈴鹿　俊春

和白東校区和白東校区
船木　富蔵船木　富蔵


